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「今

ご衆
五固
ブ~ '1母

*事
法警
義喜
的
司母
査
L.-

佐

J手

波

官

第
一
一
突
世
瓦
L
へ
戦
直
前
に
世
界
に
於
い
て
捌
め
て
注
目
す
ベ

雪
約
逗
政
策
丈
献
が
=
一
つ
出
て
ゐ
る
。
強
行
年
順
正
、
己
れ
を

場
げ
る
と
、

( 

) 

合
衆
閲
海
事
委
員
合
「
7

メ
リ
カ
海
運
の
経
済
的
調

査」
向
。
呂
田
】
担
E
F
H凶行。
M
M
。
百
円
明
白
吋
認
可
。
「
任
。
伊
E
2
H
n
自

己
2
n
r

一
九
三
七
年
一

一
月
一

O
目
。
巴
ロ
再
内
三
宮
伊
丹
ヨ
出
向
日
EH目。

同ロ円日向凶コロ
0
・イ

ギ
リ
ス
帝
岡
線
建
委
員
合
東
洋
に
於
け
る
イ
ギ

(
二
)

F
ス
梅
蓮
L

一
九
三
九
年
υ
H
E唱
。
】
三
回
吉
署
E
四
円

o
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出
口
C
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E
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古
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E
円

r
o
c
t
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O
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ド
イ
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景
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研
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出
還
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於
け
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競
争
」

it 
g 
F 

ロ
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骨
量
国
海
草
委
員
合
「
ア
メ
9
カ
海
運
町
融
済
的
調
査
」

興
味
の
あ
る
の
は
、
己
れ
ら
三
つ
が
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス

ド
イ
ツ
と
い
ふ
(
日
本
を
陣
〈
)
世
界
主
要
海
運
聞
か
ら
失
々
袈

表
さ
れ
た
こ
と
、
己
れ
ら
の
い
づ
れ
も
が
個
人
の
著
作
で
な
〈

委
員
品
目
ま
た
は
研
賓
所
と
い
ふ
圏
慣
の
調
究
叉
は
研
究
に
係
る

じ
と
、
更
に
、
い
づ
れ
も
営
誇
園
の
海
運
政
策
樹
立
の
も
κ
め
に

作
成
せ
ら
れ
た
こ
と
w
で
あ
る
。

器

ζ

の
貼
第
三
由
y
イ
ツ
の
文
献
は
砕
し
趣
を
具
に
す
る
c

ワー一ケ

マ
ン
博
士
の
序
文
に
依
る
と
、
こ
白
書
物
は
国
際
海
運
競
宇
場
裡
に
あ

っ
て
ド
イ
ツ
白
探
る
べ
き
政
策
態
度
の
決
定
白
た
め
に
研
究
し
た
成
果

の
由
E
あ
る
が
、
書
物
白
樺
は
政
策
協
L
C

川
ふ
よ
り
も
拝
観
的
車
問
時

究
書
で
あ
る
。
叫
怖
に
、

F
イ
ッ
海
蓮
田
考
察
L

と
い
ふ
よ
り
も
世
界
出
迎

一
粧
回
遊
展
に
闘
す
る
考
串
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
r

第
二
・
次
世
界
大
戦

E
直
前
に
鳩
町
へ
て
か
号
し
た
:
海
運
政
策
の

重
要
文
献
が
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
か
ら
出
た
己
と

決
し
て
偶
然
で
は
注
い
。
世
界
恐
慌
か
ち
第
二
突
大
戦
ま
で
白

期
間
は
、
権
運
政
策
の
世
界
史
的
後
展
に
於
い
で
、
桜
め
て
重

大
た
エ
ポ
ッ
ク
を
構
成
す
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
我
々

、

が
先
に
掲
げ
た
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
の
文
献
は
と
の
ヱ
ポ
ッ

ク
を
と
の
エ
ポ
ッ
ク
の
泣
か
に
苦
闘
す
る
ア
メ
リ
カ
又
は

第
五
十
七
巻

七
六

第

娩

七
プて

イ
ギ
リ
ス
の
海
運
の
姿
を

l
l最
も
よ
く
措
易
し
て
央
れ
て
ゐ

る
。
但
し
、
後
段
に
遁
ぺ
る
や
う
に
¥
己
れ
ら
は
車
な
る
管
情

報
告
書
で
は
た
い
。
二
っ
と
も
霞
情
調
究
者
と
し
て
訓
た
も
の

で
あ
り
つ
つ
、
そ
れ
を
超
え
て
、
政
府
又
は
議
合

ι射
す
る
政

策
建
白
書

1
l又
は
、
自
己
白
建
白
す
る
政
策
を
論
説
す
る
た

め
の
資
情
調
究
書
と
し
て
提
附
さ
れ
た
も
白
で
あ
る
。

ーー

と
の
う
ち
「
東
洋
に
於
け
る
イ
ギ
リ
ス
海
認
」
は
州
版
首
時

我
が
闘
で
も
相
官
の
反
響
を
見
た
。
大
阪
商
船
舎
祉
が
直
ち
に

邦
諾
し
て
ゐ
る
の
を
見
て
も
、
と
れ
を
推
出
現
す
る
こ
と
が
間
飛

る
。
そ
れ
は
、
書
名
か
ら
も
推
測
問
来
る
や
う
に
、
イ
ギ
リ
ス

が
日
本
海
還
を
営
回
の
敵
と
し
て
取
扱
っ
て
ゐ
る
こ
と
忙
も
凶

る
が
、
何
し
ろ
、
永
い
問
イ
ギ
リ
ス
海
濯
が
採
り
つ
づ
け
て
来

た
向
，
闘
主
義
開
制
の
凋
落
を
告
げ
る
武
田
で
あ
る
と
い
ふ
の
が
世

界
梅
蓮
人
般
の
非
常
在
興
味
を
そ
そ
っ
た
の
で
あ
る
。

事
質
、
モ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
自
由
主
義
海
運
政
策
か

ら
海
運
楠
助
政
策
へ
白
一
犬
特
換
と
し
て
制
定
さ
れ
た
「
一
九

三
五
年
海
運
補
助
法
」
に
依
る
補
助
以
上
の
補
助
を
要
求
せ
ん

との書物について詳し〈は民局i信事記念財闘海事研究年報第 Z放の著書紹介
欄、 fti.盟主f海迩にmける競争」を参P.li③

「車洋に於ける英岡海運J昭和14"F-"
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が
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
海
運
委
員
舎
が
、
東
洋
航
域
に
於

け
る
イ
ギ
H
J
ス
商
舶
の
表
類
を
訴
へ
た
報
昔
査
で
あ
り
、
己
れ

暑

は
、
直
接
「
一
九
三
九
年
悔
運
術
助
法
L

案
の
成
立
に
導
い
て

ゐ

宮特 lき
たこ

zzz 
、案る
貨は 。
施、

を議
見官
な諸
島泊
つ後
た')問
。 も

な

勃 J

吉正
L 
た
傭

北
1~ 
界
大

と
と
ら
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
-
次
い
で
大
き
た
商
船
腹
を
保
有
す

る
ア
メ
リ
カ
で
町
、
イ
ギ
リ
ス
と
は
別
の
意
味
の
衰
頚
を
辿
り

つ
つ
あ
っ
た
。
そ
と
で
は
一
イ
ギ
リ
ス
と
は
異
り
、
海
運
は
政

府
か
ら
絶
え
十
手
厚
〈
補
助
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
乙
れ
が
却
っ
て

海
還
を
衰
頚
に
導
き
つ
つ
あ
っ
た
。
常
局
に
於
け
る
海
運
政
策

理
念
の
快
如
叉
は
政
策
の
非
自
宅
性
・
政
策
閥
系
の
不
献
立

業
者
の
無
自
覚
・
日
制
陵
・

4
E手
段
・
等
々
が
一
般
K
そ
の
限

悶
と
し
て
場
げ
ら
れ
る
が
、
資
は
、
己
れ
ら
を
然
く
あ
ら
し
め

て
ゐ
る
も
の
に
f
|
|
砂
〈
と
も
、
己
れ
ら

L
相
闘
関
係
に
立
つ

て
ゐ
る
も
の
に
1
1
i
ア
メ
リ
カ
商
船
険
の
老
朽
牲
が
あ
っ
た
。

前
大
戦
中
並
び
に
大
戦
後
急
造
せ
ら
れ
た
多
敢
の
7
メ
り
カ
商

舶
は
己
の
首
時
急
ピ
ッ
チ
で
性
能
主
低
下
し
つ
つ
あ
っ
た
。
営

令
島
県
凶
海
事
委
員
合
『
ア
メ
9
一
刀
梅
謹
mu

紹
憐
的
調
査
」

時
、
世
界
主
要
海
運
図
六
ケ
闘
白
う
ち
、
ア
メ
り
カ
合
衆
図
。

A
守

航

洋

舶

は

所

布

断

敢

に

於

い

て

は

第

四

位

た

る

も

、

棚

上
の
高
速
船
噸
数
で
は
第
五
位
、
胎
齢
一

O
年
未
満
の
蛇
腹
で
仰

は
第
六
位
(
泣
下
位
)
で
あ
っ
た
。
賓
際
、
ア
メ
リ
カ
海
還
は
南
北
欄

戦
争
以
来
永
〈
治
組
伎
を
出
て
ゐ
友
い
が
、
前
大
戦
後
と
れ
を
糊

更
に
非
道
く
し
た
の
は
急
進
般
に
依
る
舵
質
老
嬢
化
で
あ
る
。
耐
叫輔

図
際
的
競
争
力
を
喪
失
し
た
低
質
老
朽
舶
に
如
何
に
多
額
の
柿
和

助
金
主
支
給
し
た
と
と
る
で
、
焼
石
に
水
の
如
く
、
モ
の
替
市
'
酬

は

な

か

っ

た

。

薬

品

定

依

っ

て

悪

用

せ

ら

醐

英るけ於後醐界W
 

佐は

附

聞
記一

やijJ
TJ. 

そ
れ
は
却
っ
て
、

れ
、
不
正
を
弄
す
る
千
段
と
な
っ
た
の
か
く
し
て
、
ア
メ
り
カ

商
舶
除
の
代
特
又
は
更
生
は
極
め
て
緊
急
白
問
題
で
あ
う
た
。

本
稿
で
料
介
せ
ん
と
す
る
合
衆
閥
海
事
委
員
合
「
ア
メ
リ
カ
栴

決選
と句〉

の粧
た摘
め 的
の調
書賓
で 」
あも
る暢
。貨

は

E 

U~ 

緊
急
問
題
白

賞

、T
解

持
部
事
委
員
脅
威
立
の
由
車
及
川
町
本
報
告
替
の
目
的
・
役
割
又
は
数

果
等
に
つ
い
て
は
、
院
波
「
一
九
三
六
年
ア
メ
リ
カ
向
舶
法
」
料
消
論

叢
事
五
十
六
巻
第
六
班
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
れ
ら
に
闘
し
で
は
、
本

稿
は
、
重
砲
を
避
け
る
た
め
、
出
燕
る
だ
け
慣
れ
な
い
こ
と
に
L
た。

従
っ
て
、
以
下
の
鏡
晶
は
内
特
紹
介
と
簡
車
な
批
評
と
に
と
ど
め
る
。

第
五
十
七
巻

七
七

多存

漉

七
七

4) 



、、

合
車
閥
均
事
委
員
曾
寸
ア
メ
リ
カ
海
運
四
一
組
例
的
訓
査
」

〆

前
記
「
東
沖
に
於
け
る
イ
ギ
リ
ス
山
崎
迩
」
と
興
っ
て
、
こ
の
脊
は
、

と
れ
烹
で
日
本
で
草
川
町

ι関
心
を
も
た
れ
て
ゐ
な
い
。
本
曹
に
劃
す
る

一
般
の
問
解
も
晴
ん
E
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
れ
刊
は
、
一
つ
に
は
従

革
ア
メ
リ
カ
海
起
が
日
本
に
と
っ
て
そ
れ
世
直
接
に
重
大
な
閥
俸
を
有

た
な
か
ワ
史
と
と
誌
、
も
今
一
つ
に
は
こ
の
文
献
の
原
書
が
日
本
に
俸

り
入
っ
て
ゐ
な
い
と
と
に
凶
る
か
と
思
は
れ
る
。
併
し
、
今
や
ア
メ
リ

有
を
敵
と
す
る
日
本
に
と
っ
て
敵
岡
海
運
の
軒
究
は
非
常
に
重
要
と
な

っ
て
持
て
居
る
。
こ
の
意
味
か
ら
、
今
日
の
我
叶
は
、
第
二
次
大
職
院

前
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
聞
配
さ
れ
た
、
現
下
ア
メ
ヲ
方
職
時
諮
問
海
運
政

策
の
出
資
鮎
を
成
し
て
ゐ
る
某
礎
的
な
研
究
に
無
翻
心
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
筈
下
一
品
る
。
こ
れ
、
最
近
と
の
願
書
を
手
に
す
る
と
と
の
出
来

た
筆
者
が
謎
表
後
四
六
年
を
担
越
し
た
A
1
H
、
世
へ
で
、
こ
れ
を
紹
介

す
る
所
以
で
一
あ
る
。

先
づ
、
主
要
日
突
を
掲
げ
て
、
本
書
(
即
ち
、
海
事
委
員
骨
四
報

告
拝
〉
の
構
成
主
示
ず
。

文

序第

辛

合
衆
閣
は
図
際
貿
易
運
輸
に
於
い
て
競
争
を
矯
ず

べ
き
か

J

U

合
衆
閣
は
何
骨
必
要
と
す
る
か

柿
助
協
還
の
親
松
如
何

第
二
卒

第
三
ヰ

第
五
十
七
巻

-'" j¥‘ 

静

擁

'" F又

第
四
牢

合
衆
岡
の
海
迩
政
策
は
如
何
に
あ
る
べ
き
か

第
五
半

遁
営
な
る
外
岡
貿
易
商
船
隊
を
維
持
す
る
費
用
は

幾
許
た
る
か

結

古市

序
文
に
於
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
海
遂
の
性
格
と
現
叔
(
一
九

d

七
年
常
時
)
と
を
詑
き
本
報
告
書
作
成
白
向
山
市
を
綾
ベ
て
ゐ
る
。

郎
ち
、
「
一
九
三
六
年
商
舵
法
」
第
一
二

O
僚
の
命
十
石
と
と
る

に
依
廿
、
品
開
事
委
員
舎
は
ア
メ
リ
カ
海
運
の
調
査
を
鳩
し
そ
れ

が
包
賊
す
る
問
題
白
究
明
に

j

首
る
と
言
ふ
。
な
ほ
、
己
己
で
本

調
査
又
は
研
究
に
従
事
し
た
人
士
の
名
を
掲
げ
て
ゐ
る
が
、
モ

白
う
ち
に
は
我
が
図
に
も
知
ら
れ
て
ゐ
る
ヒ
ュ
プ
ナ

7
教
授
が

あ
る
。

第
ヰ
は
、
先
づ
、
合
衆
闘
に
と
っ
て
白
外
岡
貿
易
の
軍
要

性
に
つ
苦
検
討
し
、
資
源
白
由
主
白
及
内
陸
国
の
ア
メ
リ
カ
に
は

と
か
〈
、
外
園
貿
易
は
軒
閥
さ
れ
勝
で
あ
る
が
‘
例
へ
ば
棉
花

の
輸
出
が
杜
絶
し
た
揚
合
如
何
に
深
刻
註
恐
慌
が
南
部
地
方
を

襲
ふ
か
を
想
像
し
て
も
、
合
衆
闘
に
と
っ
て
外
岡
貿
易
の
軍
要

性
の
犬
な
る
を
知
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、
突
に
は
、
己
の
外

とれ宮で、こe:>:ij;井物に言及してゐる日本語文献としては、 涯信省哲二叫巨J，未
凶及告同町出遅政策」海事費料第8瞬、昭和lJ1pO月。笠原服詣 1;米同時謹
白焦螺J(I)(2)(3)、海運第193、 194、 196説、昭和13~;:6 ， 7..9月を敬へるのみ。
1~し、筆者(佐世)白品託費者のものを陪 f 。
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園
貿
易
維
持
促
進
上
ア
メ
リ
カ
は
是
非
自
岡
商
賠
除
を
保
有
す

る
必
要
あ
り
と
強
調
す
る
。
己
の
揚
A
口
事
げ
ら
れ
る
の
は
、
外

、
同
舶
に
依
存
す
る
7

F
リ
カ
が
、
如
何
に
外
岡
賠
か
ら
不
利
な

差
別
待
遇
を
受
け
た
〈
て
は
左
ら
ぬ
か
、
及
び
、
如
何
に
非
道

〈
中
立
貿
易
を
阻
害
組
問
処
さ
れ
る
か
、
に
つ
い
て
で
あ
る
。
第

一
幸
は
、
李
ほ
、
閥
防
上
如
何
に
白
岡
般
の
保
有
が
重
要
注
る

一
々
数
字
を
も
っ
て
論
説
し
て
ゐ
る
が
、
己
の
数
字
は

か
を
、

現
在
、
ア
メ
リ
カ
ム
一
戦
争
す
る
我
々
に
と
っ
て
大
に
参
考
L
」た

る。
第
二
百
平
は
、
ア
メ
リ
カ
が
必
要
と
す
る
航
路
・
舶
種
・
崎
製

等
に
つ
い
て
の
控
目
で
あ
る
。
我
々
は
、
と
の
勺
を
や
し
て
、

第
二
弐
世
田
介
大
戦
前
の
ア
メ
リ
カ
海
事
金
員
合
が
概
め
て
芳
賀

た
海
運
政
策
を
と
っ
て
ゐ
た
こ
と
を
知
る
と
と
が
山
川
来
る
。
地

味
友
方
策
を
揮
ば
在
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
程
に
営
時
の
ア
メ

リ
カ
海
道
は
非
力
で
あ
っ
た
と
言
へ
ば
一
百
へ
ね
己
と
も
た
ふ
が

そ
れ
に
し
で
も
J

蓮
大
た
淵
惣
計
書
よ
り
も
資
行
可
能
性
を
旨

と
し
た
そ
の
潟
浬
政
策
は
誠
に
徹
底
し
た
も
の
で
あ
る
。
突
に

こ
の
第
三
事
の
内
容
を
紹
介
す
る
川

令
車
凶
海
事
萎
員
曾
i

ア
メ
リ
方
海
運
の
艇
桝
的
制
査
」

先
づ
、
(
一
)
「
一
九
三
六
年
商
締
法
」
の
謂
ふ
と
こ
ろ
の
「
重

要
航
路
」
を
一
一
十
三
個
選
ん
で
航
洋
商
船
の
活
動
領
域
主
劃
定

し
、
申
引
に
、
(
二
)
不
定
期
舶
航
海
は
前
大
戦
後
の
↑
般
的
傾
向

と
し
て
衰
頒
を
辿
り
つ
つ
あ
る
故
、
ア
メ
リ
カ
と
し
て
も
と
れ

忙
順
臆
し
て
、
不
定
期
舶
の
務
展
に
努
め
た
い
、
定
期
船
主
義

を
採
る
、
と
言
ひ
、
更
に
、
(
二
己
遁
柚
賓
の
節
約
の
た
め
、
今

後
の
新
治
舶
は

m来
る
限
り
棋
準
加
一
の
建
造
に
擁
ら
し
め
る
、

と
の
椋
準
訓
聞
は
海
事
委
員
舎
が
こ
れ
を
決
定
す
る
。
(
四
)
7
メ

リ
カ
現
下
の
海
運
政
策
と
し
て
最
も
軍
要
た
の
は
代
納
建
治
計

喪
で
あ
る
が
、
己
れ
が
賓
現
如
何
は
一
つ
に
浩
胎
施
設
に
か
か

っ
て
ゐ
る
。
然
ち
ぽ
ア
メ
リ
カ
現
下
の
也
婿
能
力
は
如
何
と
一
一
日

ふ
に
、
こ
れ
を
貨
地
正
門
品
り
調
究
し
た
と
己
ら
、
非
常
に
大
規

模
紅
治
船
斗
川
護
で
な
い
限
り
、
京
海
岸
・
同
海
岸
・
ガ
ル
フ
沿

岸
の
浩
柿
施
設
で
十
分
で

b
る
、
弊
働
傑
件
も
決
し
て
不
満
足

な
欣
態
に
た
い
、
と
判
明
し
た
。
(
五
)
超
定
期
間
又
は
豪
華
航

は
有
ら
ゆ
る
姑
か
ら
見
て
不
粧
怖
で
あ
る
、
ア
メ
リ
カ
と
し
て

は
間
際
的
豪
華
舶
競
争
に
首
を
突
込
む
べ
き
で
は
な
い
、
豪
華

舶
を
闘
防
上
必
要
と
す
る
論
は
営
っ
て
ゐ
た
い
。
(
六
)
鼎
来
、

第
五
十
七
巻

七
夕L

体

拙

七
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合
車
同
出
事
香
貝
骨
「
ア
メ
リ
カ
海
運
の
終
情
的
調
査
」

航
空
機
の
技
術
的
環
建
は
瀬
箸
で
あ
ら
う
が
、
差
常
っ
て
、
航

空
機
の
唆
速
は
やJ
唱
の
設
建
と
は
矛
屑
し
左
い
、
従
り
て
、
ア

メ
リ
カ
と
し
て
は
岡
際
航
本
路
の
開
後
に
上
り
一
居
梁
間
す
ベ

曹
で
あ
ち
う
。
云
々
。

第
三
平
は
ア
メ
リ
カ
政
府
日
ら
補
助
金
を
受
け
る
民
間
海
運

業
者
白
財
政
批
態
を
|
|
特
に
代
替
舶
建
造
能
力
。
有
無
又
は

限
度
に
つ
い
て

1
l調
査
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
綿
密
詳
細
を

極
め
て
ゐ
る
。
次
に
、
乙
れ
ピ
略
述
す
る
。
補
助
船
主
の
大
多

数
は
十
分
の
代
舶
建
遁
資
力
を
有
た
左
い
。
ア
メ
リ
カ
に
於
い

て
は
持
蓮
業
仏
白
投
資
熱
は
非
常
に
微
々
た
る
も
の
で
あ
ー
る
。

己
の
不
人
気
は
、
海
運
業
白
鶴
の
牧
縮
率
の
低
位
又
は
粧
替
の

放
臨
時
比
一
も
閃
る
が
、
政
府
の
海
運
政
策
殊
忙
補
助
金
政
策
が
始

終
ぐ
ら
つ
い
七
確
立
し
て
ゐ
た
い
乙
と
が
主
因
を
た
ず
。
従
っ

て
、
目
下
の
と
己
ろ
、
民
間
船
主
に
於
い
て
は
、
増
資
ま
た
は

株
金
の
挽
込
・
枇
債
・
併
入
金
等
に
依
っ
て
代
般
建
造
資
金
を

調
建
し
よ
う
と
し
て
も
、
先
づ
、
成
功
白
見
込
は
な
い
。
他
方

ー
柿
助
海
運
業
者
の
経
侍
を
合
理
化
す
る
た
め
に
は
、
目
下
行
は

れ
つ
つ
あ
る
企
業
整
理
・
統
合

-
A局
主
一
麗
進
捗
せ
し
め
危

第
五
十
七
巻

一
八

O

F、
O 

帝

競

く
て
は
た
ら
ね
。
と
れ
は
代
附
建
造
計
護
に
資
す
る
と
こ
ろ
花

だ
大
で
あ
る
。
併
し
、
何
に
じ
て
も
、
大
量
白
老
朽
舶
の
代
替

建
遣
を
民
間
結
主
の
資
力
白
み
に
倹
つ
乙
と
は
同
来
な
い
。
所

詮
、
政
府
が
政
府
の
計
算
に
於
い
て
こ
れ
ら
を
建
造
す
る
と
と

に
な
る
と
見
な
く
て
は
法
ら
泊
。
因
み
に
、
己
れ
は
第
三
章
の

結
論
で
あ
る
と
同
時
に
、
海
事
ゐ
員
曾
の
代
附
建
治
に
謝
す
る

決
意
で
も
あ
る
。

¥

!

 

第
四
半
は
ア
メ
リ
カ
機
運
政
策
の
右
向
づ
け
で
あ
る
。
(
一
}

己
己
で
も
、
我
々
を
印
象
づ
け
る
も
白
は
海
事
委
員
曾
の
現
賢

主
義
官
あ
る
。
印
ち
、
日
く
、
ア
メ
リ
カ
悔
還
を
乙
の
や
う
に

無
気
力
に
し
た
の
は
多
年

ι亙
る
保
護
政
策
で
あ
る
か
も
知
ら

血
、
初
め
か
ら
自
由
舶
政
策
の
荒
浪
に
曝
し
て
置
け
ば
ア
メ
り

カ
海
運
は
も
っ
と
園
際
的
競
争
能
力
主
有
つ
ひ
と
り
立
ち
閃
来

る
も
白
に
成
う
で
ゐ
た
か
も
知
れ
砲
、
併
し
、
今
乙
乙
で
保
護

政
策
白
功
罪
を
詮
議
立
て
し
て
見
た
と
こ

b
で
初
主
ら
た
い
、

ア
メ
リ
カ
商
紬
除
を
更
生
せ
し
め
そ
れ
を
維
持
す
る
に
は
兎
に

角
政
附
の
補
助
が
必
要
で
あ
る
、
と
言
ふ
の
で
あ
っ
て
、
徹
底

し
た
現
賞
主
義
又
は
資
際
本
位
白
態
度
を
採
っ
て
ゐ
る
。
次
に

¥ 



は
、
(
二
)
ア
メ
リ
カ
海
運
政
策
樹
立
の
た
め
F
|
1
特
に
海
蓮
経

替
形
態
を
決
定
す
る
た
め
に
1
1
1諸
外
岡
山
最
近
海
蓮
政
策
の

調
査
を
行
っ
て
ゐ
る
。
ド
ヘ
樫
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
一
九
二

O
年

商
柏
法
以
来
、

一
九
二
八
年
商
蹄
法
で
も
一
九
=
一
六
年
商
船
法

で
も
、
民
有
民
慢
を
も
っ
て
ア
メ
リ
カ
海
還
の
採
る
べ
き
経
皆

形
態
で
あ
る
と
宣
言
し

τゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
今
夏
己
れ
は
議

論
の
険
地
の
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
海
事
委
員
舎
は
、
乙
れ
に

つ
い
て
も
、
車
に
己
の
政
策
宣
言
を
鵜
呑
み
に
せ
や
、
悲
考
白

た
め
に
外
図
梅
還
の
経
営
形
態
を
調
査
し
た
。
相
一
し
、
本
報
告

書
で
は
己
れ
に
つ
き
特
に
結
論
を
下
し
て
は
ゐ
た
い
。
会
一
)
海

事
委
員
曾
は
更
に
ア
メ
リ
カ
海
運
政
策
白
運
用
白
た
め
に
海
事

管
轄
官
胞
の
整
理
統
合
の
要
を
遁
べ
、
命
令
系
統
を
整
へ
、
橋

限
白
重
複
・
責
任
の
締
嫁
等
々
の
弊
を
避
け
た
く
て
は
な
ら
ね

と
主
張
し
、
盛
ん
に
事
例
を
皐
げ
て
、
己
の
弊
害
を
街
い
て
ゐ

る
。
(
阿
)
最
後
に
本
報
告
書
中
も
っ
と
も
重
要
た
研
究
と
し
て

一
九
三
六
年
商
船
法
中
改
疋
を
要
ず
る
賭
を
検
討
、
己
れ
を
指

摘
し
て
、
議
合
D
考
慮
を
氷
め
て
ゐ
る
。
(
慢
し
、
こ
れ
に
ワ
い
て

は
筆
者
。
既
に
謹
4

て
ゐ
る
と
こ
ろ
な
る
故
に
、
乙
ミ
で
は
省
略
す
も
J

骨
血
車
岡
梅
事
委
員
舎
「
ア
メ
リ
カ
悔
窪
田
経
済
訓
調
査
」

見

第
五
掌
は
ア
メ
リ
カ
商
抽
隊
を
再
建
す
Z
た
め
行
は
れ
る
造

的
貿
差
額
補
助
金
・
運
航
費
差
額
補
助
金
一
-
封
抗
楠
助
金
に
幾

許
瀬
町
費
用
主
要
す
る
や
の
調
査
で
あ
る
。
我
々
は
、
ピ
己
で

も
、
海
事
委
員
舎
の
現
貸
主
義
を
は
っ
き
り
見
宅
と
る
己
と
が

向
来
る
。
日
く
、
内
外
治
結
費
差
額
・
内
外
謹
航
費
差
額
を
敢

闘
学
的
に
在
確
に
算
定
し
よ
う
と
し
て
も
、
乙
れ
は
む
つ
か
し
い

か
も
知
れ
た
い
。
併
し
、
乙
の
際
必
要
た
D
は
E

の
や
う
た
数

出申的
E
確
さ
で
は
友
い
い
、
差
額
補
助
金
そ
O
も
D
で
あ
る
、
己

れ
な
く
し
て
は
、

7
メ
H
カ
海
還
の
再
建
は
到
底
莞
来
た
い
、

云
々
。
か
く
し
て
、
海
事
委
員
舎
は
代
般
建
治
計
聾
忙
従
ひ
一

々
政
府
補
助
金
又
は
政
府
費
用
白
概
算
を
鶏
す
り
で
あ
る
が
、

可
申
』
白
終
り
に
臨
ん
で
、
己
れ
ら
白
補
助
金
又
は
公
共
資
金
は
車

た
る
権
運
補
助
以
上
の
目
的
(
即
ち
困
防
目
的
)
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
、
従
っ
て
、
本
委
員
舎
と
し
て
は
、
た
と
へ
一
弗
た
り
と

も
乙
れ
が
使
途
に
は
最
大
白
用
意
と
慎
重
さ
と
を
掛
ふ
つ
も
り

で
あ
る
、
と
の
賛
悟
白
ほ
ど
を
披
涯
し
て
ゐ
る
。

以
上
。
本
書
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
つ
つ
所
々
己
れ
に
批

評
を
加
へ
た
。
前
段
に
断
っ
た
現
山
で
以
O
て
、
本
稿
は
以
上

白
如
く
車
に
紹
介
に
と

E
め
る
。

輔
元
小
七
巻

ハ、

〆
博
三
競

ハ‘

佐渡「一丸三六年アメ 9;IJ商冊法」前掲参照。6) 


